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② 1949 ～ 1957 年　土地改革および合作時代。農地改革による地主制度の廃止と土地の分配。
③ 1958 ～ 1982 年　人民公社時代。集団化による 3村の合併と生産方法と分配方式の共同化。
④ 1983 ～現在　　生産請負制時代。市場経済の導入。
1982 年になり生産請負制が全国で実施され，初保村でもまず 15 年間の土地の請負が政府によっ
て認められることになる。1998 年には，第 2次の生産請負制が再度おこなわれ，期間も 30 年間に
延長され現在に至っている。
このようにこの 50 年間の比較的短い期間においてもリー族の生業には変遷があり，それは常に





























2008 年の調査では，初保谷（南北およそ 6㎞，東西およそ 4㎞）のナムハ川沿いに展開する，上
流の送祖村（海抜およそ 700 ｍ，14 戸，人口約 80 人）から初保村（海抜およそ 500 ｍ，50 戸，人

















が広がる ( 海抜およそ 450～550 ｍの間）。この谷筋から北側の九排山斜面を什冲黒村が使用してい
る。初保村アンＡから上の海抜 700～800 ｍの間は灌木ゾーンであり，その範囲は九排山の東斜面
から北斜面の什冲黒村から便文村の村域にまで及んでいる。
















2008 年の調査では，初保谷（南北およそ 6㎞，東西およそ 4㎞）のナムハ川沿いに展開する，上
流の送祖村（海抜およそ 700 ｍ，14 戸，人口約 80 人）から初保村（海抜およそ 500 ｍ，50 戸，人

















が広がる ( 海抜およそ 450～550 ｍの間）。この谷筋から北側の九排山斜面を什冲黒村が使用してい
る。初保村アンＡから上の海抜 700～800 ｍの間は灌木ゾーンであり，その範囲は九排山の東斜面
から北斜面の什冲黒村から便文村の村域にまで及んでいる。











ら谷筋Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ）。そして谷筋Ⅶの北側に初保アンＢ（海抜およそ 460～700 ｍ，東西およそ 1㎞，
南北およそ 600 ｍ）が，谷筋Ⅵの北，東，南側に初保アンＣ（海抜およそ 480～680 ｍ，東西およそ 1.2
㎞，南北およそ 900 ｍ）が形成されている。この 2つのアンのうち村から最も遠い地点は海抜およ
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しているといえる。いずれの村もアンは，村を中心として半径 1 ～ 1.2㎞以内に立地しており，村


























































































































保村の村民が利用している。水田グループ 5から，およそ 100 ｍ離れたナムハ川沿いにコンクリー
トで作った取水口を設置し，水を灌漑用水路へ引き込み，そこから各水田におとしている。この灌






















































2 空倫村 初保村・王仁芳 0.35 8
3 空倫村 初保村・王仁志 0.23 





















10 什冲黒村 什冲黒村 1.73 2.1
11 什冲黒村 什冲黒村 1.99 6.2
12 什冲黒村 什冲黒村 2.53 5.9





15 送祖村 初保村 0.21 10
Ⅱ 谷筋の小河川 約700ｍ
16 送祖村 送祖村 0.13 ―
17 送祖村 送祖村 1.35 6


















24 送祖村 送祖村 ― ―
25 送祖村 送祖村 ― ―
26 送祖村 送祖村 ― ―
Ⅳ 谷筋の小河川 約700ｍ
27 初保村
1 初保村・王日林 0.31 8.8
2 初保村・王家平 0.42 
28 初保村 初保村・王家齋 0.40 9.2
29 初保村 初保村・王明昌 0.11 10
方満村は1998年に放棄。その後初保村が
利用する。30 初保村
1 初保村・王慶金 0.03 ―
2 初保村・王慶金 0.02 ―
31 初保村 方満村 0.06 5
32 初保村 方満村 0.14 13




36 初保村 初保村・王聖福 0.44 7 1998年まで什冲黒村が使用。放棄後、初
保村が利用。37 初保村 初保村・王聖福 0.24 5












39 初保村 初保村・王明昌 0.31 7
方満村は1998年に放棄。初保村の王明昌
が使用。
40 初保村 初保村・王明昌 0.35 5
41 初保村 初保村・王明昌 0.17 6
42 初保村 初保村・王明昌 0.06 ―
43 初保村 初保村・王明昌 0.12 ―
Ⅴ 谷筋の小河川
44 空倫村 初保村・王聖招 0.56 13.1
45 空倫村 初保村・陳標 0.06 6.1
46 初保村 初保村・王志王 0.42 19 十数年前まで方満村の水田。47の放棄し
た正確な年代は不明。放棄後、初保村が



































53 初保村 初保村・王家星 0.02 ―
Ⅶ 谷筋の小河川 約680ｍ
54 初保村 1 初保村・王世軒 0.37 14.2
2 初保村・王聖指
3 初保村・王世川





56 初保村 1 初保村・陳東 0.32 13
2 初保村・陳徳
57 初保村 1 初保村・王聖標 0.16 8
2 初保村・王聖華
Ⅷ 約640ｍ
58 什冲黒村 什冲黒村 0.45 10.1
59 什冲黒村 什冲黒村 1.55 8.1
60 什冲黒村 什冲黒村 0.10 9



















39 初保村 初保村・王明昌 0.31 7
方満村は1998年に放棄。初保村の王明昌
が使用。
40 初保村 初保村・王明昌 0.35 5
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44 空倫村 初保村・王聖招 0.56 13.1
45 空倫村 初保村・陳標 0.06 6.1
46 初保村 初保村・王志王 0.42 19 十数年前まで方満村の水田。47の放棄し
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53 初保村 初保村・王家星 0.02 ―
Ⅶ 谷筋の小河川 約680ｍ
54 初保村 1 初保村・王世軒 0.37 14.2
2 初保村・王聖指
3 初保村・王世川





56 初保村 1 初保村・陳東 0.32 13
2 初保村・陳徳
57 初保村 1 初保村・王聖標 0.16 8
2 初保村・王聖華
Ⅷ 約640ｍ
58 什冲黒村 什冲黒村 0.45 10.1
59 什冲黒村 什冲黒村 1.55 8.1
60 什冲黒村 什冲黒村 0.10 9





























谷筋の小河川から灌漑する水田グループは 14～66 の 53 に分かれる。水田が展開する谷筋はⅠ～
Ⅸの 9つある。
谷筋Ⅰ　送祖村の領域内にある。この谷筋には水田グループ14・15が展開するのだが，水田グルー





谷筋Ⅱ・Ⅲ　送祖村の村域内にある。谷筋Ⅱには水田グループ 16～23 があるが，上流にある 16
～18（海抜およそ 690～720 ｍの間）と，それよりも下流に位置する 19～23（海抜およそ 580～640
ｍの間）の 2ヶ所に分かれる。上流にある水田グループ 16～18 は，送祖村が利用する。下流に位






としている。初保村が利用する水田グループ 21 の 1～4 は 4 人の兄弟が利用している。また水田グ
ループ 21・22・23 は，所有者に親戚関係がある。
谷筋Ⅲは，水田グループ 24～26 があり，いずれも送祖村が利用している。
谷筋Ⅳ　初保村の領域内にあり，27～43 までの 17 の水田グループがある。谷筋Ⅳを流れる小河
川の源流は，この谷筋の上に広がる自然林ゾーン内のおよそ海抜 700 ｍの地点にあり，斜面の岩間
から湧き出ている。自然林ゾーンから流れた小河川は，谷筋の海抜およそ 650 ｍの地点で 2つに分
101
［水田と焼畑］……西谷  大

















にある水田グループ 44・45 は初保村の村民が利用している。一方，水田グループ 46・47 は初保村
の領域内にあるのだが，かつては方満村が利用していた。









谷筋Ⅶ　初保村の領域内にあり，54 ～ 57 までの 4つの水田グループがある。この谷筋を流れる
小河川の源流は，海抜およそ 680 ｍにある。水田グループは谷筋の最も高い位置にある 54（海抜
およそ 660～680 ｍの間）と，谷筋の中間に展開する 55～57（海抜およそ 480～560 ｍの間）と，
谷筋の出口に位置する 56・57（海抜およそ 460 ｍ前後）の 3ヶ所に分かれる。
いずれの水田グループも谷筋の小河川から 1本の灌漑用水路を引き，それを最上段の水田におと
した後に田越しで灌漑していく。水田グループの面積は 55（2.08ha）を除くと，他の水田グルー
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例えば初保村の水田ゾーンはナムハ川沿いでは 2ヶ所に，谷筋では 5ヶ所に展開し，合計 41 の
水田グループがある。このうち村を中心として 1㎞以内にある水田グループは 32 である。その他
の 9つの水田グループは，初保村内ではなく，空倫村と送祖村の村域内にある。水田グループのう


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































欄稲は 9月下旬から 10 月になると収穫できる。山欄稲が収穫される時期になるとサツマイモの取
り入れが可能になり，これは翌年の 3月まで続く。タロイモやヤムイモは，植え付けてから収穫で
きるまで比較的時間がかかり，12 月になってから可能で，それが翌年の 3月まで続く。キマメや
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つ（31，32，62 ～ 66）存在する。また水田グループ 36 ～ 38 は 1998 年まで，什冲黒村が利用して
いたが，その後初保村の村民が利用するようになる。水田グループ 46，47 は，1998 年に方満村か
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（ 2）――本稿は，2000 年から 2003 年におこなった調
査に加えて，2008 年 2 月 9 日～ 3月 10 日「環境省地球
環境研究総合推進費」（代表，渡辺知保）と，2008 年 7
月 16 日～ 8月 15 日科学研究費補助金「亜熱帯地域にお
ける生業経済と市」（代表，西谷　大）による調査デー
タをもとにしている。




























（ 7 ）――2000 年～ 2003 年までの調査で明らかにした，
初保村の複合的な生業の実態を概観しつつ，2008 年の
再調査と比較しながら生業の変容についての概要を述べ
































































村の生活は 2000 ～ 2003 年段階よりも現金がより必要性
になっているため，出稼ぎの人数も増加している。
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村の生活は 2000 ～ 2003 年段階よりも現金がより必要性
になっているため，出稼ぎの人数も増加している。




















（10）――初保村の水田は 2 期作で，1 期目は，1 ～ 2 月
に田植えをおこない，5 ～ 6 月に収穫する。2 期目は，
7 月～ 8 月が田植えで，11 月に稲刈りをおこなう。現在
は在来種ではなく，ハイブリット米を使っている。ハイ
ブリット米の植え付けは，1980 年代の終わりからはじ



















肥料を施肥し，リン肥料は 1 袋 50 元（50 キログラム）で，
窒素肥料は 30 元である。1 畝の水田に施肥する化学肥































竹川大介　 2003　「実践知識を背景にした環境への権利」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 105 集，国立歴史民俗博
物館


















































































































西谷　大　 2005c　「大圈套与小圈套　―围绕着火田展开的小型动物狩猎―」JOURNAL OF GUANGXI UNIVERSI-




Taking the Li group’s hometown of Chubao in China’s Wuzhishan Hainan as a case study, this 
paper attempts to offer a universal point of view of multi-subsistence, which goes beyond regional 
and epochal considerations.  In discussing the characteristics of the Li group’s multi-subsistence, 
it occurred to me that rather than stating each characteristic of their subsistence, it was necessary 
to think about the standards governing their use of natural resources, insofar as it relates to the 
cultivation of paddy fields and burnt fields, as well as hunting and gathering, and the use of plants. 
That standard is one of ownership, which is established by the act of “planting something by hand” 
and by “something growing”.  Through this standard of ownership the Li group has become able, at 
individual and village level, to make use of the land and natural resources in a multi-layered way.
From the point of view of the methods involved and irrigation requirements, the cultivation of 
paddy fields and burnt fields seem to be very different activities.  However, I believe that the shared 
standard of ownership is the common factor at the root of the Li group’s system of maintaining both 
these forms of subsistence.
When thinking about a regional community’s subsistence strategy, taking account of the 
superficial dif ferences of subsistence as well as historical transitions, it is necessary to discuss 
what form their basic system of subsistence strategy takes and what the strategy is posited on.  The 
characteristics of regional multi-subsistence ultimately arise from the interrelation between numerous 
different factors, such as the constraints of the ecological environment, regional history, and the use 
of natural resources.  It is necessary to display those relations in concrete terms.
Keywords: multi-subsistence, paddy fields and burnt fields, “planting something by hand” and 
“something growing”, ethnic standard of ownership, multi-layered subsistence strategy
NISHITANI Masaru
Paddy Fields and Burnt Fields：
Multi-Subsistence as Multi-Layered Subsistence Strategy
